
(57)【要約】

【課題】タイヤにベアーが生じにくくかつ形状自由度の

高いモールドが、簡便に得られる製造方法の提供。

【解決手段】モールドのピース１２は、キャビティ面１

４、２つの分割面１６及び背面１８を備えている。この

キャビティ面１４は、凸部２０と凹部２２とを備えてい

る。ピース１２は、ベース２４、第一金属片２６及び第

二金属片２８からなる。第一金属片２６と第二金属片２

８との間には、スリット３０が形成されている。このピ

ース１２の製作では、その表面に皮膜を備えた複数の第

一金属片２６が所定の間隔を隔てて配置される。この第

一金属片２６同士の間隙に、溶融金属が鋳込まれる。こ

の溶融金属が凝固して第二金属片２８が形成され、ブロ

ックが得られる。皮膜が除去されることにより、スリッ

ト３０が形成される。このブロックの表面が切削され、

凸部２０及び凹部２２が形成される。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ の 表 面 に 皮 膜 を 備 え た 複 数 の 第 一 金 属 片 が 、 互 い に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ る 工 程 と 、
　 こ の 第 一 金 属 片 同 士 の 間 に 溶 融 金 属 が 充 填 さ れ る 工 程 と 、
　 こ の 溶 融 金 属 が 凝 固 し て 第 二 金 属 片 が 形 成 さ れ る 工 程 と 、
　 こ の 第 一 金 属 片 の 表 面 か ら 皮 膜 が 除 去 さ れ て 、 第 一 金 属 片 と 第 二 金 属 片 と の 間 に ス リ ッ
ト が 形 成 さ れ る 工 程 と 、
　 こ の 第 一 金 属 片 及 び 第 二 金 属 片 が 切 削 さ れ て 、 凹 凸 模 様 が 形 成 さ れ る 工 程 と
を 含 む タ イ ヤ 用 モ ー ル ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 皮 膜 が 石 膏 か ら な る 請 求 項 １ に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 タ イ ヤ の 成 形 ・ 加 硫 工 程 に 用 い ら れ る モ ー ル ド の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 タ イ ヤ の 成 形 ・ 加 硫 工 程 で は 、 モ ー ル ド が 用 い ら れ て い る 。 モ ー ル ド は 、 割 モ ー ル ド と
ツ ー ピ ー ス モ ー ル ド と に 大 別 さ れ る 。 成 形 ・ 加 硫 工 程 で は 、 予 備 成 形 さ れ た グ リ ー ン タ イ
ヤ が 、 モ ー ル ド に 投 入 さ れ る 。 こ の グ リ ー ン タ イ ヤ は 、 モ ー ル ド と ブ ラ ダ ー と に よ っ て 形
成 さ れ る キ ャ ビ テ ィ に お い て 、 加 圧 さ れ つ つ 加 熱 さ れ る 。 加 圧 と 加 熱 と に よ り 、 グ リ ー ン
タ イ ヤ の ゴ ム 組 成 物 が キ ャ ビ テ ィ 内 を 流 動 す る 。 加 熱 に よ り ゴ ム が 架 橋 反 応 を 起 こ し 、 タ
イ ヤ が 得 ら れ る 。 加 圧 の 際 、 モ ー ル ド の キ ャ ビ テ ィ 面 と グ リ ー ン タ イ ヤ と の 間 に エ ア ー が
残 留 す る と 、 タ イ ヤ の 表 面 に ベ ア ー が 形 成 さ れ る 。 ベ ア ー は 、 タ イ ヤ の 品 質 を 低 下 さ せ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 割 モ ー ル ド は 、 円 弧 状 の ト レ ッ ド セ グ メ ン ト を 備 え て い る 。 多 数 の セ グ メ ン ト が 並 べ ら
れ る こ と で 、 リ ン グ 状 の キ ャ ビ テ ィ 面 が 形 成 さ れ る 。 セ グ メ ン ト は 、 鋳 型 が 用 い ら れ た 重
力 鋳 造 又 は 低 圧 鋳 造 に よ っ て 得 ら れ る 。 金 属 製 鋳 型 が 用 い ら れ た 精 密 鋳 造 （ い わ ゆ る ダ イ
キ ャ ス ト ） に よ り 、 セ グ メ ン ト が 得 ら れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 セ グ メ ン ト の 、 隣 接 す る セ グ メ ン ト に 当 接 す る 面 は 、 「 分 割 面 」 と 称 さ れ て い る 。 分 割
面 と こ の 分 割 面 に 隣 接 す る 他 の 分 割 面 と の 間 に は 、 微 小 な 間 隙 が 生 じ る 。 こ の 間 隙 を 通 じ
て 、 エ ア ー が 排 出 さ れ る 。 こ の 排 出 に よ り 、 ベ ア ー が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 開 平 １ １ － １ ９ ８ １ ４ ５ 号 公 報 に は 、 セ グ メ ン ト が 多 数 の ピ ー ス を 備 え た モ ー ル ド が
開 示 さ れ て い る 。 こ の モ ー ル ド で は 、 多 数 の ピ ー ス が 並 べ ら れ る こ と で 、 円 弧 状 の キ ャ ビ
テ ィ 面 が 形 成 さ れ る 。 ピ ー ス の 、 隣 接 す る ピ ー ス に 当 接 す る 面 も 、 「 分 割 面 」 と 称 さ れ て
い る 。 分 割 面 と こ の 分 割 面 に 隣 接 す る 他 の 分 割 面 と の 間 に は 、 微 小 な 間 隙 が 生 じ る 。 こ の
間 隙 を 通 じ て も 、 エ ア ー が 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 分 割 面 同 士 の 間 隙 を 通 じ て エ ア ー が 排 出 さ れ る モ ー ル ド で は 、 分 割 面 の 近 傍 の エ ア ー は
十 分 に 排 出 さ れ る 。 し か し 、 分 割 面 か ら 遠 い 箇 所 で は 、 エ ア ー の 残 留 が 原 因 で ベ ア ー が 発
生 し や す い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 セ グ メ ン ト が 母 材 と こ の 母 材 に 埋 設 さ れ た コ ア と か ら な る モ ー ル ド も 、 提 案 さ れ て い る
。 コ ア は 、 鋳 ぐ る み に よ っ て 母 材 に 埋 設 さ れ る 。 コ ア の 材 質 は 、 母 材 の 材 質 と は 異 な る 。
母 材 と コ ア と の 間 に は 、 微 小 な ス リ ッ ト が 生 じ て い る 。 こ の モ ー ル ド で は 、 分 割 面 の 間 隙
の み な ら ず 、 ス リ ッ ト か ら も エ ア ー が 排 出 さ れ る 。 こ の モ ー ル ド で は 、 分 割 面 か ら 遠 い 箇
所 で の ベ ア ー も 抑 制 さ れ る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ９ ８ １ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 異 種 材 料 間 の ス リ ッ ト を 備 え た セ グ メ ン ト の 重 力 鋳 造 及 び 低 圧 鋳 造 に は 、 極 め て 手 間 が
か か る 。 し か も 、 こ の セ グ メ ン ト で は 、 凹 凸 模 様 の 寸 法 精 度 が 不 十 分 で あ る 。 精 密 鋳 造 （
ダ イ キ ャ ス ト ） に よ れ ば 、 ス リ ッ ト を 備 え た セ グ メ ン ト が 、 簡 便 に か つ 精 度 良 く 得 ら れ う
る 。 し か し 、 精 密 鋳 造 で は 、 金 属 製 鋳 型 が 破 壊 さ れ る こ と な く セ グ メ ン ト が 取 り 出 さ れ る
必 要 が あ る 。 精 密 鋳 造 で は 、 脱 型 容 易 な 形 状 の 凹 凸 模 様 を 備 え た セ グ メ ン ト の み が 製 作 さ
れ う る 。 精 密 鋳 造 で は 、 セ グ メ ン ト の 形 状 が 制 約 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 タ イ ヤ に ベ ア ー が 生 じ に く く か つ 形 状 自 由 度 の 高 い モ ー ル ド が 、 簡 便
に 得 ら れ る 製 造 方 法 の 提 供 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る タ イ ヤ 用 モ ー ル ド の 製 造 方 法 は 、
（ １ ） そ の 表 面 に 皮 膜 を 備 え た 複 数 の 第 一 金 属 片 が 、 互 い に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ る 工 程
、
（ ２ ） こ の 第 一 金 属 片 同 士 の 間 に 溶 融 金 属 が 充 填 さ れ る 工 程 、
（ ３ ） こ の 溶 融 金 属 が 凝 固 し て 第 二 金 属 片 が 形 成 さ れ る 工 程 、
（ ４ ） こ の 第 一 金 属 片 の 表 面 か ら 皮 膜 が 除 去 さ れ て 、 第 一 金 属 片 と 第 二 金 属 片 と の 間 に ス
　 リ ッ ト が 形 成 さ れ る 工 程
及 び
（ ５ ） こ の 第 一 金 属 片 及 び 第 二 金 属 片 が 切 削 さ れ て 、 凹 凸 模 様 が 形 成 さ れ る 工 程
を 含 む 。 好 ま し く は 、 皮 膜 は 石 膏 か ら な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 製 造 方 法 で は 、 切 削 に よ り 凹 凸 模 様 が 形 成 さ れ る の で 、 こ の 凹 凸 模 様 の 形 状 自 由 度
は 高 い 。 こ の 製 造 方 法 で は 、 モ ー ル ド が 簡 便 に 得 ら れ る 。 こ の モ ー ル ド で は 、 ス リ ッ ト の
幅 は 十 分 に 大 き い 。 こ の モ ー ル ド で は 、 ス リ ッ ト を 通 じ て エ ア ー が 排 出 さ れ る 。 こ の 排 出
に よ り 、 ベ ア ー が 抑 制 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 適 宜 図 面 が 参 照 さ れ つ つ 、 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ い て 本 発 明 が 詳 細 に 説 明 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ 用 モ ー ル ド ２ の 一 部 が 示 さ れ た 平 面 図 で あ る
。 図 ２ は 、 図 １ の II－ II線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の モ ー ル ド ２ は 、 多 数 の ト レ ッ
ド セ グ メ ン ト ４ と 、 上 下 一 対 の サ イ ド プ レ ー ト ６ と 、 上 下 一 対 の ビ ー ド リ ン グ ８ と を 備 え
て い る 。 セ グ メ ン ト ４ の 平 面 形 状 は 、 実 質 的 に 円 弧 状 で あ る 。 多 数 の セ グ メ ン ト ４ が 、 リ
ン グ 状 に 連 結 さ れ る 。 セ グ メ ン ト ４ の 数 は 、 通 常 ３ 以 上 ２ ０ 以 下 で あ る 。 サ イ ド プ レ ー ト
６ 及 び ビ ー ド リ ン グ ８ は 、 実 質 的 に リ ン グ 状 で あ る 。 こ の モ ー ル ド ２ は 、 い わ ゆ る 「 割 モ
ー ル ド 」 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 、 図 １ の モ ー ル ド ２ の セ グ メ ン ト ４ が 示 さ れ た 斜 視 図 で あ る 。 こ の セ グ メ ン ト ４
は 、 ホ ル ダ ー １ ０ と 多 数 の ピ ー ス １ ２ と か ら な る 。 ピ ー ス １ ２ は 、 ホ ル ダ ー １ ０ に 固 定 さ
れ て い る 。 こ の 例 で は 、 １ つ の ホ ル ダ ー １ ０ に ４ つ の ピ ー ス １ ２ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の セ グ メ ン ト ４ の ピ ー ス １ ２ が 示 さ れ た 斜 視 図 で あ る 。 こ の 図 ４ に お い て
上 下 方 向 は 、 モ ー ル ド ２ の 軸 方 向 で あ る 。 ピ ー ス １ ２ は 、 キ ャ ビ テ ィ 面 １ ４ 、 ２ つ の 分 割
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面 １ ６ 及 び 背 面 １ ８ を 備 え て る 。 こ の キ ャ ビ テ ィ 面 １ ４ は 、 凸 部 ２ ０ と 凹 部 ２ ２ と を 備 え
て い る 。 凸 部 ２ ０ は 、 筋 山 状 で あ る 。 こ の 凸 部 ２ ０ は 、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド の 溝 に 対 応 す る
。 凹 部 ２ ２ は 、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド の ブ ロ ッ ク に 対 応 す る 。 こ の 凸 部 ２ ０ 及 び 凹 部 ２ ２ に よ
り 、 タ イ ヤ に ト レ ッ ド パ タ ー ン が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ピ ー ス １ ２ は 、 ベ ー ス ２ ４ 、 第 一 金 属 片 ２ ６ 及 び 第 二 金 属 片 ２ ８ か ら な る 。 第 一 金 属 片
２ ６ と 第 二 金 属 片 ２ ８ と は 、 軸 方 向 に お い て 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 第 一 金 属 片 ２ ６ と 第
二 金 属 片 ２ ８ と の 間 に は 、 ス リ ッ ト ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト ３ ０ の 幅 は 、 １ μ ｍ
か ら ５ ０ ０ μ ｍ 程 度 で あ る 。 ス リ ッ ト ３ ０ は 、 一 方 の 分 割 面 １ ６ か ら 他 方 の 分 割 面 １ ６ に
ま で 至 っ て い る 。 ス リ ッ ト ３ ０ は ま た 、 キ ャ ビ テ ィ 面 １ ４ に 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の モ ー ル ド ２ が 用 い ら れ た タ イ ヤ 製 造 方 法 で は 、 ま ず 、 予 備 成 形 工 程 に よ っ て グ リ ー
ン タ イ ヤ が 得 ら れ る 。 次 に 、 モ ー ル ド ２ が 開 い て お り ブ ラ ダ ー が 収 縮 し て い る 状 態 で 、 グ
リ ー ン タ イ ヤ が モ ー ル ド ２ に 投 入 さ れ る 。 こ の 段 階 で は 、 グ リ ー ン タ イ ヤ の ゴ ム 組 成 物 は
未 架 橋 状 態 で あ る 。 次 に 、 モ ー ル ド ２ が 締 め ら れ 、 ブ ラ ダ ー が 膨 張 す る 。 グ リ ー ン タ イ ヤ
は ブ ラ ダ ー に よ っ て モ ー ル ド ２ の キ ャ ビ テ ィ 面 １ ４ に 押 し つ け ら れ 、 加 圧 さ れ る 。 こ の 状
態 の グ リ ー ン タ イ ヤ Ｇ が 、 図 ２ に 示 さ れ て い る 。 同 時 に グ リ ー ン タ イ ヤ Ｇ は 、 加 熱 さ れ る
。 加 圧 と 加 熱 と に よ り ゴ ム 組 成 物 が 流 動 す る 。 加 熱 に よ り ゴ ム が 架 橋 反 応 を 起 こ し 、 タ イ
ヤ が 得 ら れ る 。 グ リ ー ン タ イ ヤ Ｇ が 加 圧 及 び 加 熱 さ れ る 工 程 は 、 成 形 ・ 加 硫 工 程 と 称 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 述 の 通 り 、 ス リ ッ ト ３ ０ は キ ャ ビ テ ィ 面 １ ４ に 露 出 し て い る 。 成 形 ・ 加 硫 工 程 に お い
て 、 グ リ ー ン タ イ ヤ Ｇ と キ ャ ビ テ ィ 面 １ ４ と の 間 の エ ア ー は 、 ス リ ッ ト ３ ０ を 通 じ て 分 割
面 １ ６ へ と 移 動 す る 。 エ ア ー は さ ら に 、 分 割 面 １ ６ を 通 じ て 排 出 さ れ る 。 こ の 排 出 に よ り
、 ベ ア ー が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の ピ ー ス １ ２ の 製 作 で は 、 ま ず ベ ー ス ２ ４ が 準 備 さ れ る 。 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ベ
ー ス ２ ４ に は 溝 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 溝 ３ ２ に 、 板 状 の 第 一 金 属 片 ２ ６ が 差 し 込 ま
れ る 。 差 し 込 み に よ り 、 第 一 金 属 片 ２ ６ が ベ ー ス ２ ４ に 固 定 さ れ る 。 図 ５ の 例 で は 、 ４ つ
の 第 一 金 属 片 ２ ６ が ベ ー ス ２ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 こ れ ら 第 一 金 属 片 ２ ６ は 、 所 定 の 間 隔
を 隔 て て 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 第 一 金 属 片 ２ ６ の 上 面 は 、 面 一 と さ れ て い る 。 図 ５ （ ｂ
） か ら 明 ら か な よ う に 、 第 一 金 属 片 ２ ６ は 、 貫 通 孔 ３ ４ を 備 え て い る 。 第 一 金 属 片 ２ ６ は
、 そ の 表 面 に 皮 膜 ３ ６ を 備 え て い る 。 ベ ー ス ２ ４ も 、 そ の 表 面 の 一 部 に 皮 膜 ３ ６ を 備 え て
い る 。 皮 膜 ３ ６ は 、 石 膏 か ら な る 。 石 膏 が 水 と 混 合 さ れ 、 こ の 液 が 第 一 金 属 片 ２ ６ 及 び ベ
ー ス ２ ４ に 塗 布 さ れ 、 さ ら に こ の 液 が 乾 燥 す る こ と で 、 皮 膜 ３ ６ が 得 ら れ る 。 図 ５ で は 模
式 的 に 皮 膜 ３ ６ が 厚 く 画 か れ て い る が 、 実 際 の 皮 膜 ３ ６ は 薄 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の ベ ー ス ２ ４ 及 び 第 一 金 属 片 ２ ６ か ら な る 部 品 が 、 ダ イ キ ャ ス ト 用 金 型 に 挿 入 さ れ る
。 そ し て 、 第 一 金 属 片 ２ ６ 同 士 の 間 隙 及 び ベ ー ス ２ ４ と 第 一 金 属 片 ２ ６ と の 間 隙 に 、 溶 融
金 属 が 鋳 込 ま れ る 。 こ の 鋳 込 み は 、 ダ イ キ ャ ス ト と 称 さ れ る 。 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 溶
融 金 属 は 、 第 一 金 属 片 ２ ６ 同 士 の 間 隙 に 充 填 さ れ る 。 溶 融 金 属 は 、 ベ ー ス ２ ４ と 第 一 金 属
片 ２ ６ と の 間 隙 に も 充 填 さ れ る 。 溶 融 金 属 は 、 貫 通 孔 ３ ４ に 流 入 す る 。 溶 融 金 属 は 、 皮 膜
３ ６ と 接 し て い る 。 前 述 の 通 り 皮 膜 ３ ６ は 石 膏 か ら な り 、 耐 熱 性 を 備 え て い る の で 、 溶 融
金 属 の 充 填 に よ っ て も 皮 膜 ３ ６ は 破 壊 さ れ な い 。 こ の 溶 融 金 属 が 凝 固 し 、 ブ ロ ッ ク ３ ８ が
得 ら れ る 。 こ の ブ ロ ッ ク ３ ８ は 、 第 一 金 属 片 ２ ６ と 共 に 、 第 二 金 属 片 ２ ８ を 備 え る 。 こ の
第 二 金 属 片 ２ ８ は 、 溶 融 金 属 が 凝 固 す る こ と で 形 成 さ れ て い る 。 重 力 鋳 造 又 は 低 圧 鋳 造 に
よ り 、 溶 融 金 属 が 鋳 込 ま れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の ブ ロ ッ ク ３ ８ か ら 、 皮 膜 ３ ６ が 除 去 さ れ る 。 前 述 の 通 り 皮 膜 ３ ６ は 石 膏 か ら な る の
で 、 水 洗 に よ っ て 容 易 に 皮 膜 ３ ６ が 除 去 さ れ う る 。 皮 膜 ３ ６ の 除 去 に よ り 、 第 一 金 属 片 ２
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６ と 第 二 金 属 片 ２ ８ と の 間 に ス リ ッ ト ３ ０ が 形 成 さ れ る 。 ベ ー ス ２ ４ と 第 二 金 属 片 ２ ８ と
の 間 に も 、 同 様 に ス リ ッ ト ３ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の ブ ロ ッ ク ３ ８ の 上 面 に 、 切 削 加 工 が 施 さ れ る 。 切 削 加 工 に よ り 、 図 ７ に 示 さ れ る よ
う に 、 ブ ロ ッ ク ３ ８ の 表 面 に 凹 凸 模 様 を 備 え た キ ャ ビ テ ィ 面 １ ４ が 形 成 さ れ る 。 こ の 製 造
方 法 で は 、 凹 凸 模 様 が 直 彫 り さ れ る 。 典 型 的 な 切 削 加 工 は 、 工 具 に よ る 切 削 で あ る 。 切 削
加 工 が 、 高 エ ネ ル ギ ー 密 度 加 工 に よ っ て な さ れ て も よ い 。 高 エ ネ ル ギ ー 密 度 加 工 の 具 体 例
と し て は 、 電 解 加 工 、 放 電 加 工 、 ワ イ ヤ ー カ ッ ト 放 電 加 工 、 レ ー ザ 加 工 及 び 電 子 ビ ー ム 加
工 が 挙 げ ら れ る 。 凹 凸 模 様 が 直 彫 り さ れ る の で 、 こ の 凹 凸 模 様 の 形 状 の 自 由 度 は 高 い 。 こ
の 凹 凸 模 様 で は 、 寸 法 精 度 が 高 い 。 図 ７ で は 模 式 的 に ス リ ッ ト ３ ０ が 広 く 画 か れ て い る が
、 実 際 の ス リ ッ ト ３ ０ は 狭 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 切 削 加 工 が 行 わ れ た 後 に 、 皮 膜 ３ ６ が 除 去 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 切 削 加 工 に 悪 影 響
を 与 え な い 材 質 が 、 皮 膜 ３ ６ に 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ベ ー ス ２ ４ の 材 質 と し て は 、 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 が 挙 げ ら れ る 。 強 度 の 観 点 か ら は
、 鋼 が 好 ま し い 。 軽 量 の 観 点 か ら は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 一 金 属 片 ２ ６ 及 び 第 二 金 属 片 ２ ８ の 材 質 と し て は 、 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 が 挙 げ ら
れ る 。 凹 凸 模 様 の 加 工 容 易 の 観 点 か ら 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 が 好 ま し い 。 第 一 金 属 片 ２ ６ の
材 質 と 第 二 金 属 片 ２ ８ の 材 質 と が 同 一 で あ っ て も よ く 、 異 な っ て い て も よ い 。 凹 凸 模 様 の
加 工 容 易 の 観 点 か ら は 、 両 者 が 同 一 で あ る こ と が 好 ま し い 。 溶 融 金 属 の 鋳 込 み に よ っ て も
第 一 金 属 片 ２ ６ が 溶 融 し な い と の 観 点 か ら は 、 両 者 が 異 な る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は
、 第 一 金 属 片 ２ ６ の 融 点 が 第 二 金 属 片 ２ ８ の 融 点 よ り も 高 い こ と が 好 ま し い 。 融 点 の 異 な
る 場 合 の 典 型 的 な 組 み 合 わ せ は 、 鋼 の 第 一 金 属 片 ２ ６ と ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 第 二 金 属 片 ２
８ と の 組 み 合 わ せ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ベ ー ス ２ ４ と 第 一 金 属 片 ２ ６ と が 、 一 体 的 に 成 形 さ れ て も よ い 。 一 体 的 に 成 形 さ れ る 場
合 の 好 ま し い 手 段 は 、 ダ イ キ ャ ス ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス リ ッ ト ３ ０ の 幅 は 、 皮 膜 ３ ６ の 厚 み 依 存 す る 。 皮 膜 ３ ６ の 厚 み が 調 整 さ れ る こ と で 、
ス リ ッ ト ３ ０ の 幅 が 調 整 さ れ う る 。 石 膏 か ら な る 皮 膜 ３ ６ で は 、 塗 布 さ れ る 液 の 濃 度 の 調
整 に よ り 、 皮 膜 ３ ６ の 厚 み が 調 整 さ れ う る 。 石 膏 の 濃 度 が 大 き い 液 が 第 一 金 属 片 ２ ６ に 塗
布 さ れ れ ば 、 厚 い 皮 膜 ３ ６ が 得 ら れ る 。 石 膏 の 濃 度 が 小 さ い 液 が 第 一 金 属 片 ２ ６ に 塗 布 さ
れ れ ば 、 薄 い 皮 膜 ３ ６ が 得 ら れ る 。 皮 膜 に よ っ て 得 ら れ る ス リ ッ ト ３ ０ は 、 金 属 の 熱 収 縮
及 び 凝 固 収 縮 に よ っ て 得 ら れ る ス リ ッ ト に 比 べ て 広 い 。 広 い ス リ ッ ト ３ ０ に よ り 、 エ ア ー
が 十 分 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 石 膏 以 外 の 材 質 か ら 、 皮 膜 ３ ６ が 形 成 さ れ て も よ い 。 溶 融 金 属 に よ っ て 破 壊 さ れ な い 耐
熱 性 を 備 え 、 水 洗 等 の 容 易 な 手 段 で 除 去 さ れ う る 種 々 の 材 質 が 、 皮 膜 ３ ６ に 採 用 さ れ う る
。 石 膏 以 外 の 材 質 と し て は 、 カ ル シ ウ ム シ リ コ ン 、 フ ェ ロ シ リ コ ン 、 粉 末 セ ラ ミ ッ ク 及 び
カ ー ボ ン が 例 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 一 金 属 片 ２ ６ の 表 面 の 一 部 に 皮 膜 ３ ６ が 形 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 皮 膜 ３ ６ に 対
応 す る 広 い ス リ ッ ト ３ ０ が 、 局 部 的 に 形 成 さ れ る 。 他 の 領 域 で は 、 ス リ ッ ト ３ ０ が 形 成 さ
れ な い か 、 又 は 金 属 の 凝 固 収 縮 及 び 熱 収 縮 が 原 因 で あ る 狭 い ス リ ッ ト ３ ０ が 形 成 さ れ る 。
キ ャ ビ テ ィ 面 １ ４ の う ち で エ ア ー が 残 留 し や す い 箇 所 に 広 い ス リ ッ ト ３ ０ が 形 成 さ れ る こ
と が 好 ま し い 。 エ ア ー の 残 留 が 生 じ に く い 箇 所 に 広 い ス リ ッ ト ３ ０ が 形 成 さ れ な い こ と に
よ り 、 外 観 に 優 れ た タ イ ヤ が 得 ら れ う る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 図 ８ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ 用 モ ー ル ド の セ グ メ ン ト ４ ０ が 示 さ れ た 斜
視 図 で あ る 。 図 １ に 示 さ れ た モ ー ル ド ２ と 同 様 、 多 数 の セ グ メ ン ト ４ ０ が リ ン グ 状 に 連 結
さ れ る 。 こ の セ グ メ ン ト ４ ０ は 、 ピ ー ス １ ２ （ 図 ３ 参 照 ） に 分 割 さ れ て い な い 。 こ の セ グ
メ ン ト ４ ０ は 、 キ ャ ビ テ ィ 面 ４ ２ 、 ２ つ の 分 割 面 ４ ４ 及 び 背 面 ４ ６ を 備 え て い る 。 こ の キ
ャ ビ テ ィ 面 ４ ２ は 、 凸 部 ４ ８ と 凹 部 ５ ０ と を 備 え て い る 。 凸 部 ４ ８ は 、 筋 山 状 で あ る 。 こ
の 凸 部 ４ ８ は 、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド の 溝 に 対 応 す る 。 凹 部 ５ ０ は 、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド の ブ ロ
ッ ク に 対 応 す る 。 こ の 凸 部 ４ ８ 及 び 凹 部 ５ ０ に よ り 、 タ イ ヤ に ト レ ッ ド パ タ ー ン が 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の セ グ メ ン ト ４ ０ は 、 ベ ー ス ５ ２ 、 第 一 金 属 片 ５ ４ 及 び 第 二 金 属 片 ５ ６ か ら な る 。 第
一 金 属 片 ５ ４ と 第 二 金 属 片 ５ ６ と は 、 軸 方 向 に お い て 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 第 一 金 属 片
５ ４ と 第 二 金 属 片 ５ ６ と の 間 に は 、 ス リ ッ ト ５ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト ５ ８ の 幅 は
、 １ μ ｍ か ら ５ ０ ０ μ ｍ 程 度 で あ る 。 ス リ ッ ト ５ ８ は 、 一 方 の 分 割 面 ４ ４ か ら 他 方 の 分 割
面 ４ ４ に ま で 至 っ て い る 。 ス リ ッ ト ５ ８ は ま た 、 キ ャ ビ テ ィ 面 ４ ２ に 露 出 し て い る 。 こ の
セ グ メ ン ト ４ ０ に お い て も 、 キ ャ ビ テ ィ 面 ４ ２ と グ リ ー ン タ イ ヤ と の 間 に 存 在 す る エ ア ー
が 、 ス リ ッ ト ５ ８ を 通 じ て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の セ グ メ ン ト ４ ０ の 製 作 で は 、 そ の 表 面 に 皮 膜 を 備 え た 複 数 の 第 一 金 属 片 ５ ４ が 所 定
の 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ 、 こ の 第 一 金 属 片 ５ ４ 同 士 の 間 隙 に 溶 融 金 属 が 充 填 さ れ る 。 こ の
溶 融 金 属 が 凝 固 し て 第 二 金 属 片 ５ ６ が 形 成 さ れ る こ と で 、 ブ ロ ッ ク が 得 ら れ る 。 こ の ブ ロ
ッ ク か ら 皮 膜 が 除 去 さ れ て 、 ス リ ッ ト ５ ８ が 形 成 さ れ る 。 図 ４ に 示 さ れ た ピ ー ス １ ２ と 同
様 の 方 法 で こ の ブ ロ ッ ク が 切 削 さ れ 、 セ グ メ ン ト ４ ０ が 得 ら れ る 。 切 削 に よ り 、 キ ャ ビ テ
ィ 面 ４ ２ に 凹 凸 模 様 が 形 成 さ れ る 。 こ の セ グ メ ン ト ４ ０ の 製 作 は 、 容 易 で あ る 。 こ の セ グ
メ ン ト ４ ０ に お い て も 、 凹 凸 模 様 が 直 彫 り さ れ る の で 、 形 状 の 自 由 度 が 高 い 。 こ の セ グ メ
ン ト ４ ０ で は 、 ス リ ッ ト ５ ８ が 広 い の で 、 エ ア ー が 十 分 に 排 出 さ れ る 。 排 出 に よ り 、 ベ ア
ー が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ 用 モ ー ル ド ６ ０ が 示 さ れ た 平 面 図 で
あ る 。 こ の モ ー ル ド ６ ０ は 、 ツ ー ピ ー ス モ ー ル ド で あ る 。 こ の モ ー ル ド ６ ０ は 、 下 型 ６ ２
と 上 型 と を 備 え て い る 。 図 ９ に は 、 下 型 ６ ２ の み が 示 さ れ て い る 。 こ の モ ー ル ド ６ ０ は 、
ピ ー ス ６ ４ と シ ェ ル ６ ６ と を 備 え て い る 。 ピ ー ス ６ ４ は 、 シ ェ ル ６ ６ に 固 定 さ れ て い る 。
ピ ー ス ６ ４ は 、 円 弧 状 で あ る 。 多 数 の ピ ー ス ６ ４ が リ ン グ 状 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 図 ９ の モ ー ル ド ６ ０ の ピ ー ス ６ ４ が 示 さ れ た 拡 大 斜 視 図 で あ る 。 ピ ー ス ６ ４
は 、 キ ャ ビ テ ィ 面 ６ ８ を 備 え て る 。 こ の キ ャ ビ テ ィ 面 ６ ８ は 、 凸 部 ７ ０ と 凹 部 ７ ２ と を 備
え て い る 。 凸 部 ７ ０ は 、 筋 山 状 で あ る 。 こ の 凸 部 ７ ０ は 、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド の 溝 に 対 応 す
る 。 凹 部 ７ ２ は 、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド の ブ ロ ッ ク に 対 応 す る 。 こ の 凸 部 ７ ０ 及 び 凹 部 ７ ２ に
よ り 、 タ イ ヤ に ト レ ッ ド パ タ ー ン が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の ピ ー ス ６ ４ は 、 ベ ー ス ７ ４ 、 第 一 金 属 片 ７ ６ 及 び 第 二 金 属 片 ７ ８ か ら な る 。 第 一 金
属 片 ７ ６ と 第 二 金 属 片 ７ ８ と は 、 軸 方 向 に お い て 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 第 一 金 属 片 ７ ６
と 第 二 金 属 片 ７ ８ と の 間 に は 、 ス リ ッ ト ８ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト ８ ０ の 幅 は 、 １
μ ｍ か ら ５ ０ ０ μ ｍ 程 度 で あ る 。 ス リ ッ ト ８ ０ は 、 キ ャ ビ テ ィ 面 ６ ８ に 露 出 し て い る 。 こ
の ピ ー ス ６ ４ に お い て も 、 キ ャ ビ テ ィ 面 ６ ８ と グ リ ー ン タ イ ヤ と の 間 に 存 在 す る エ ア ー が
、 ス リ ッ ト ８ ０ を 通 じ て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の ピ ー ス ６ ４ の 製 作 で は 、 そ の 表 面 に 皮 膜 を 備 え た 複 数 の 第 一 金 属 片 ７ ６ が 所 定 の 間
隔 を 隔 て て 配 置 さ れ 、 こ の 第 一 金 属 片 ７ ６ 同 士 の 間 隙 に 溶 融 金 属 が 充 填 さ れ る 。 こ の 溶 融
金 属 が 凝 固 し て 第 二 金 属 片 ７ ８ が 形 成 さ れ る こ と で 、 ブ ロ ッ ク が 得 ら れ る 。 こ の ブ ロ ッ ク
か ら 皮 膜 が 除 去 さ れ て 、 ス リ ッ ト ８ ０ が 形 成 さ れ る 。 図 ４ に 示 さ れ た ピ ー ス １ ２ と 同 様 の
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方 法 で こ の ブ ロ ッ ク が 切 削 さ れ 、 ピ ー ス ６ ４ が 得 ら れ る 。 切 削 に よ り 、 キ ャ ビ テ ィ 面 ６ ８
に 凹 凸 模 様 が 形 成 さ れ る 。 こ の ピ ー ス ６ ４ の 製 作 は 、 容 易 で あ る 。 こ の ピ ー ス ６ ４ に お い
て も 、 凹 凸 模 様 が 直 彫 り さ れ る の で 、 形 状 の 自 由 度 が 高 い 。 こ の ピ ー ス ６ ４ で は 、 ス リ ッ
ト ８ ０ が 広 い の で 、 エ ア ー が 十 分 に 排 出 さ れ る 。 排 出 に よ り 、 ベ ア ー が 防 止 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ っ て 本 発 明 の 効 果 が 明 ら か に さ れ る が 、 こ の 実 施 例 の 記 載 に 基 づ い て
本 発 明 が 限 定 的 に 解 釈 さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 ［ 実 施 例 １ ］
　 石 膏 と 水 と を １ ： １ の 比 で 混 合 し 、 混 合 液 を 得 た 。 こ の 混 合 液 を 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か
ら な る 第 一 金 属 片 の 表 面 に 塗 布 し 、 乾 燥 さ せ て 皮 膜 を 得 た 。 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ４ つ
の 第 一 金 属 片 を 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る ベ ー ス に 固 定 し た 。 こ の ベ ー ス 及 び 第 一 金 属
片 を 、 ダ イ キ ャ ス ト 用 金 型 に 挿 入 し た 。 第 一 金 属 片 同 士 の 間 隙 及 び ベ ー ス と 第 一 金 属 片 と
の 間 隙 に 、 溶 融 し た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 充 填 し た 。 こ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 が 凝 固 し 、 第 二
金 属 片 が 形 成 さ れ た 。 こ う し て 、 図 ６ に 示 さ れ る ブ ロ ッ ク が 得 ら れ た 。 こ の ブ ロ ッ ク を 水
洗 し 、 皮 膜 を 除 去 し た 。 除 去 に よ り 、 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 。 さ ら に 、 こ の ブ ロ ッ ク の 上
面 に 、 切 削 加 工 に よ り 凹 凸 模 様 を 形 成 し 、 ピ ー ス を 得 た 。 ス リ ッ ト の 幅 は 、 ０ ． １ １ ２ ｍ
ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 ［ 実 施 例 ２ ］
　 石 膏 と 水 と の 混 合 比 が ３ ： ７ で あ る 混 合 液 を 用 い た 他 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 ピ ー ス
を 得 た 。 ス リ ッ ト の 幅 は 、 ０ ． ０ ５ ７ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 ［ 実 施 例 ３ ］
　 石 膏 と 水 と の 混 合 比 が ２ ： １ で あ る 混 合 液 を 用 い た 他 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 ピ ー ス
を 得 た 。 ス リ ッ ト の 幅 は 、 ０ ． ２ ５ ２ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 実 施 例 １ か ら ３ の 対 比 よ り 、 混 合 比 の 変 更 に よ っ て ス リ ッ ト の 幅 が 調 整 さ れ う る こ と は
明 ら か で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る モ ー ル ド は 、 種 々 の タ イ ヤ の 製 造 に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ 用 モ ー ル ド の 一 部 が 示 さ れ た 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の II－ II線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ の モ ー ル ド の セ グ メ ン ト が 示 さ れ た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ の セ グ メ ン ト の ピ ー ス が 示 さ れ た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ （ ａ ） は 図 ４ の ピ ー ス の た め の ベ ー ス 及 び 第 一 金 属 片 が 示 さ れ た 平 面 図 で あ
り 、 図 ５ （ ｂ ） は 図 ５ （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ４ の ピ ー ス の た め の ブ ロ ッ ク が 示 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ４ の ピ ー ス が 示 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ 用 モ ー ル ド の 一 部 が 示 さ れ た 正 面 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ 用 モ ー ル ド が 示 さ れ た 平 面 図
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 図 ９ の モ ー ル ド の ピ ー ス が 示 さ れ た 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ２ 、 ６ ０ ・ ・ ・ モ ー ル ド
　 ４ 、 ４ ０ ・ ・ ・ ト レ ッ ド セ グ メ ン ト
　 ６ ・ ・ ・ サ イ ド プ レ ー ト
　 ８ ・ ・ ・ ビ ー ド リ ン グ
　 １ ０ ・ ・ ・ ホ ル ダ ー
　 １ ２ 、 ６ ４ ・ ・ ・ ピ ー ス
　 １ ４ 、 ４ ２ 、 ６ ８ ・ ・ ・ キ ャ ビ テ ィ 面
　 １ ６ 、 ５ ２ ・ ・ ・ 分 割 面
　 ２ ０ 、 ４ ８ 、 ７ ０ ・ ・ ・ 凸 部
　 ２ ２ 、 ５ ０ 、 ７ ２ ・ ・ ・ 凹 部
　 ２ ４ 、 ５ ２ 、 ７ ４ ・ ・ ・ ベ ー ス
　 ２ ６ 、 ５ ４ 、 ７ ６ ・ ・ ・ 第 一 金 属 片
　 ２ ８ 、 ５ ６ 、 ７ ８ ・ ・ ・ 第 二 金 属 片
　 ３ ０ 、 ５ ８ 、 ８ ０ ・ ・ ・ ス リ ッ ト
　 ３ ６ ・ ・ ・ 皮 膜
　 ３ ８ ・ ・ ・ ブ ロ ッ ク
　 ６ ２ ・ ・ ・ 下 型
　 ６ ６ ・ ・ ・ シ ェ ル
　 Ｇ ・ ・ ・ グ リ ー ン タ イ ヤ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(9) JP 2007-237708 A 2007.9.20



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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